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広報戦略策定に当たって 

 

 

 

 

 

 

広報でよく使われる言葉に「ＰＲ」があります。これは public(市民)と relations(つな

がり)の略語です。つまり、広報とは、市民との良好な“信頼”関係を構築するための手段

といえます。 

そこで、本広報戦略の目的を、｢信頼感｣｢共有感｣｢親近感｣の向上と位置付けました。 

はじめに｢信頼感｣です。職員のコンプライアンス意識の向上を図ることはもとより、市政

の透明化を図り、市政情報を積極的に発信することは重要であることから、令和２年１月か

らは、市長の行動記録の公開を実施しております。市政情報を積極的に発信し、皆様の市政

に対する｢信頼感｣の向上に取り組んでまいります。 

 次に「共有感」です。進行する少子・高齢化に伴い、市税収入の増加を見込むことは困難

です。今後は、市民の皆様との協働によって行政課題を解決していくことが不可欠であると

考えています。そのためには、市が持つ情報の共有化を推進することが必要であることから、

令和元年１０月からは、審議会等の会議の公開に関する指針を見直し、行政課題等を審議す

る審議会の開催情報やその会議資料を市のホームページに掲載しております。情報の共有化

を推進することによって、皆様の｢共有感｣の向上に取り組んでまいります。 

 最後に｢親近感｣です。人口減少時代を迎える中で、継続的にまちを活性化していくために

は、子育て世代を含めた若い世代の定住が不可欠です。そのためには、新たなまちの魅力の

創出や再発見に努め、その情報を効果的に発信するシティセールスに積極的に取り組むこと

が重要であることから、引き続き｢あげおの魅力｣をお届けし、｢親近感｣の醸成に努め、あげ

おが好きなファンを増やしてまいります。 

｢伝える｣情報発信ではなく、「伝わる」情報発信へと意識を変え、戦略的に情報を発信す

ることにより、市民の皆様に必要な情報を迅速・確実に届けるとともに、市民の皆様の声を

確実にキャッチできるよう努めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年３月 
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上尾市広報戦略 

Ⅰ 戦略見直しの背景 

 

本市では、平成２７年度に上尾市シティセールス戦略を策定し、シティセールスに

特化した情報発信の推進方策を示し取り組んできたが、その推進期間が令和２年度末

までとなっていることから、令和３年度以降の新たな情報発信に係る戦略を策定する

ものである。 

新たな戦略は、情報発信を取り巻く社会状況の変化や本市の状況を考慮しつつ、こ

れまでの取組の成果を検証し、また、新たに顕在化した課題を踏まえて策定する。 

 

１．情報発信を取り巻く社会状況の変化 

総務省の調査によると、私たちが受信している情報の総量を示す「流通情報量」は、

インターネットにより情報を受信している人の割合が突出して多く、平成１３年度か

らわずか８年余りでおよそ５０倍超となっている。 

また、私たちが消費(認知)した情報の総量を示す「消費情報量」も、インターネッ

トにより情報を入手している人の割合が突出して多くなっているものの、平成１３年

度との比較は、およそ２．９倍に過ぎない。 

このことにより、私たちは、インターネットによって多くの情報を“情報のシャワ

ー”のごとく受信できる環境にあるにもかかわらず、見出し等によって情報が選択さ

れることで、結果的に多くの情報が認知されない状況にあることが分かる。 

なお、テレビなどの放送により情報を入手している人の割合はほぼ横ばい。また、

印刷・出版により情報を入手している人の割合は減少していることから、今後は、イ

ンターネットでの情報発信を強化しつつ、多くの情報発信媒体を活用しながら、選択

される情報発信を行っていく必要がある。 

 

 

Ⅰ 戦略見直しの背景 
 

Ⅰ 戦略見直しの背景 

出典：総務省調査 
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上尾市広報戦略 

２．本市の状況 

（１）市民の市政情報の入手方法 

平成３０年度に実施した上尾市市民意識調査によると、市民の市政情報の入手方

法は、『広報あげお』が最も多く、次いで自治会の回覧や掲示板、『あげお議会だよ

り』、タウン誌・情報誌、ホームページ・携帯サイトの順となっており、様々な情報

発信媒体を通じて入手していることが分かる。 

新聞、チラシ・パンフレットから情報を入手している人の割合は、少数であり減

少している。その一方で、ソーシャルメディアを通じて情報を入手している人の割

合が、５年前の調査と比較して倍増しており、スマートフォンの急速な普及によっ

てもたらされた数値であるといえる。 

 

 問 24．行政情報の収集方法［年齢別］上位５項目 

 

 

                                                                                （ ）内は回答数 

 

84.5

50.9

32.4

16.4

14.1

58.3

23.0

12.9

7.9

20.1

71.9

36.2

19.1

20.1

21.6

83.6

44.1

24.7

22.7

19.1

85.9

50.6

29.0

19.6

21.2

91.8

57.9

39.9

17.0

11.6

93.1

68.8

47.2

10.3

3.4

91.9

57.3

39.5

16.1

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

『広報あげお』

自治会の回覧や掲示板

『あげお議会だより』

タウン誌、情報誌

ホームページ・携帯サイト

全体（1694）
18～29歳（139）

30～39歳（199）

40～49歳（299）

50～59歳（255）

60～69歳（318）

70～79歳（320）

80歳以上（124）

全体（1694）

出典：平成３０年度上尾市市民意識調査 
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上尾市広報戦略 

（２）市民の市政に対するアプローチ手法 

市政への提言や提案をはがきや電子メールで受け付ける「市長へのはがき」と、市

政への問い合わせ等を電子メールで受け付ける「問い合わせメール」を分析すると、

はがきなどの紙ベースで受け付ける件数は、一時的には増加したものの、全体的には

減少傾向にある。その一方で、電子メールで受け付ける「市長へのはがき」と「問い

合わせメール」の増加率は、平成２７年度と平成３１年度を比較すると、ともにおお

よそ２倍となっている。 

このことにより、インターネットによって市政にアプローチする市民が増加してい

ることが分かる。 
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上尾市広報戦略 

３．上尾市シティセールス戦略(平成２７年度～令和２年度)の成果 

上尾市シティセールス戦略は、｢価値あるまち｣｢選択されるまち｣になるため、まち

の魅力を市内外にアピールする｢シティセールス｣の視点に立った広報活動の推進を

目的として、３つの推進方策を掲げ、子育て世代をメインターゲットとして取り組ん

できた。 

その取組実績を次ページにあげるが、すべての推進方策で一定の成果をあげること

ができ、着実に進捗している。なお、前述した上尾市市民意識調査によると、上尾市

の住みよさについての問いに対する回答は、「住みよい」が６５.２％となっており、

平成２５年に実施した前回調査時と比較して３.９ポイント増加している。また、今

後の定住意向についての問いに対する回答は、「住み続けたい」が６６.４％となって

おり、同じく３.６ポイント増加している。 

引き続き、継続的にシティセールスに取り組んでいく必要がある。 

 

 問１．上尾市の住みよさ［過去の調査結果との比較］ 

 

 

 

 

 問２．今後の市内定住意向［過去の調査結果との比較］ 

 

 

 

 

単位：％（5%未満非表示）

昭和59年

昭和63年

平成４年

平成10年

平成15年

平成20年

平成25年

　　今回

61.8

56.3

46.3

46.2

48.7

57.4

61.3

65.2

6.3

15.4

7.9

7.6

7.6

5.7

31.9

28.2

45.4

41.1

40.8

35.7

29.3

28.5

5.1

6.1

住みよい 住みにくい どちらとも言えない 無回答

単位：％（5%未満非表示）

昭和59年

昭和63年

平成４年

平成10年

平成15年

平成20年

平成25年

　　今回

59.8

57.7

55.1

61.1

64.2

65.4

62.8

66.4

8.7

12.6

5.4

31.5

37.8

32.2

30.3

30.3

30.2

28.8

25.7

住み続けたいと思う 住み続けたいと思わない どちらとも言えない 無回答

出典：平成３０年度上尾市市民意識調査 
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上尾市広報戦略 

 

 

 

  

（１）推進方策１「推進体制の確立」

取　組 成　果

①シティセールスを推進するための(仮称)シティセールス推進員会
議を設置し、「推進方策２ 魅力の創出」及び「推進方策３ 情報発
信の強化」に向けた検討を行います。

旧シティセールス戦略を策定した平成２７年度は、各課に特定の職員をシ
ティセールス推進員として委嘱し、庁内のシティセールス事業に関する調
整やシティセールスに関する意識の醸成を図ることとしていたが、平成２
９年度に行政経営課において、複数課の職員によって構成する定住促進
ワーキンググループを設置し、定住促進事業の企画立案を行ったほか、定
期的にその活動内容を庁内向けに周知することによって全庁的にシティ
セールスに関する意識の醸成を図った。

②シティセールスを全庁的に推進するために、職員一人ひとりがま
ちの魅力をアピールするセールスマンであるという意識向上やスキ
ルアップのための研修を開催します。

毎年、職員向けにシティセールス研修を実施し、職員一人ひとりがまちの
魅力をアピールするセールスマンであるという意識の醸成に努めている。

③市内外の事業所や団体、大学、そして市民へシティセールスに関
する情報を提供する必要があります。今後、これら市内外の各主体
との連携を密にし、協働でシティセールスの推進を図るためのしく
みについて検討を進めます。

平成２８年度には、日本薬科大学と相互連携協定を締結し、産学官の協働
で開発した製品をプレスリリースするとともに、平成３０年度には、セブ
ン＆アイグループ各社と地域活性化包括連携協定を締結し、店舗を活用し
たイベントを開催しているほか、農業・商業団体との協働によりＪＲ上尾
駅自由通路等でイベントを開催するなどシティセールスの推進に努めた。

（２）推進方策２「魅力の創出」

取　組 成　果

①既存の地域資源の活用【昇華】
多分野・広範囲にわたる身近な地域資源をまちの魅力として磨き上
げ、効果的に発信していきます。

平成２８年度及び平成３１年度には、市の魅力を映像にまとめたシティプ
ロモーションムービーを制作した。また、平成３１年度には、上尾市観光
協会推奨土産品などの販売や市内の魅力的な観光情報を発信する｢あげお
お土産・観光センター｣をオープンするとともに、県央地域４市１町共同
で｢ＩＫＯＫＡブランドブック｣の発行や｢インスタグラムフォトコンテス
ト｣の開催などの取組を実施した。

②新たな地域資源の創出【相乗効果】
本市の魅力を最大限に引き出す新たな資源の創造や発掘を目指しま
す。複数の地域資源を掛け合わせたり、光の当て方を変えること
で、今までにない価値を作り上げます。

産学官の協働によって「麹カレー」や「薬膳ジンジャーパウンドケー
キ」、また、市内の和菓子店と洋菓子店で構成される、あげおスイーツ研
究会によって「ダック和ーズ」などの新商品を開発した。

（３）推進方策３「情報発信の強化」

取　組 成　果

①広報メディアの更なる活用
『広報あげお』や『上尾市Webサイト』の内容を更に充実させるとと
もに、シティセールスの視点を取り入れ、本市の魅力や子育て世代
が必要な情報を積極的に掲載していきます。また、子育て応援サイ
ト『ママフレ』や農商工観ポータルサイト『あげポタ』に掲載する
内容の充実を図ります。

平成２９年度には、市ホームページのトップページに「定住をお考えの方
へ」のコーナーを新設し、市の魅力や子育て・教育に関する情報を積極的
にＰＲしているほか、子育て応援サイト「ママフレ」を「子育てナビ」に
改称し、さらなる子育て支援情報の発信に努めており、情報の入手が容易
にできるよう項目ごとにリンク先を表示するなどの改善を継続的に行って
いる。また、農商工観ポータルサイトは、市内企業９０社の情報を掲載す
る「ものづくり企業データベース」を作成するとともに、日本薬科大学教
授による健康情報等の発信を開始するなど情報発信の強化に努めた。令和
２年度には、時代のニーズを見据え、ポータルサイトと比較してより発信
力の高いＳＮＳによる情報発信に移行した。

②新たなメディア、媒体の活用
SNSは有効なツールであることから、まだ活用していない媒体も積極
的に活用していきます。さらに、テレビや新聞などへの露出度を高
めるため、上尾記者クラブをはじめとするマスメディアに積極的に
情報を発信します。

平成３１年度には、本市の魅力や地域資源を多くの人に周知するため、Ｓ
ＮＳの中で利用者数が最も多いＬＩＮＥで、本市の公式アカウントを開設
した。また、影響が大きいマスコミ報道については、プレスリリースを積
極的に行っているところであり、平成２７年度の７６件と比較して、平成
２８年度から平成３１年度までの４年間の平均件数は９４件と増加してい
る。

③イベント等の新たな機会を活用した情報発信
市内で開催されるイベントや啓発事業をたくさんの人が本市を訪れ
る機会(チャンス)と捉え、積極的に本市の情報を発信します。ま
た、「アッピー」などのキャラクターについても、情報発信の重要
なツールとして有効に活用し、子育て中の家族の象徴としてアピー
ルしていきます。

平成２９年度から、市内外の住民が行き交うショッピングモールでアッ
ピーファミリーふれあいイベントを開催し、子育て世代の利用者にＳＮＳ
などをＰＲしているほか、企業と地域活性化等に関する包括協定を締結
し、店舗等で市政情報をＰＲしている。また、移住定住を推進するための
冊子や子育て情報誌に子育て中の家族を象徴する「アッピーファミリー」
を掲載することにより、子育てしやすいまちをアピールしている。

④多彩な人財の活用
本市にゆかりのある著名人（スポーツ・芸能・文化芸術・その他）
を「キラリ☆あげお PR 大使」に任命し、大使の活動の中で本市の
魅力を広く 市内外に発信・アピールしてもらうことで、本市の知名
度の向上とイメージアップ を図ります。

平成２９年度には上尾商工会議所青年部に所属する“フレッシュあげ
お”、平成３０年度には将棋棋士の金井恒太さん、平成３１年度には競歩
選手の岡田久美子さんを新たにキラリ☆あげおＰＲ大使に任命するととも
に、５人・２団体のＰＲ大使が本市の魅力を紹介するシティプロモーショ
ンムービーを新たに制作し、市ホームページ等で公開した。

⑤「情報・賑わい発信ステーションあぴっと！」では、本市の魅力
を情報として提供する市民コンシェルジュの機能を強化し、来訪者
への積極的な情報提供を図ります。また、市民・事業所・大学との
連携のもと、それぞれが主催するイベント会場などに本市の魅力を
発信するためのＰＲブースを設置し、参加者が本市について知って
もらう機会を作るとともに、市外のイベントにも積極的に参加し、
地域外の人にも本市の魅力を知ってもらうよう努めます。

「情報・賑わい発信ステーションあぴっと！」は、平成３０年度に閉館す
るまでの間、継続して情報発信の拠点として運営してきた。また、平成３
０年度からは、西武ライオンズの試合会場で、平成３１年度には、ラグ
ビーワールドカップ２０１９日本大会の会場において本市の魅力をＰＲし
た。

■上尾市シティセールス戦略（平成２７年度～令和２年度）の取組実績

Ⅰ 戦略見直しの背景 
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上尾市広報戦略 

４．新たに顕在化した課題 

(１)シティセールス以外の情報発信に係る戦略がない 

上尾市シティセールス戦略は、定住促進を含むシティセールス(グッドニュース)

情報を対象としていたが、令和元年東日本台風による被災や令和２年以降猛威を振

るっている新型コロナウイルスの感染拡大等を考慮すると、市民の生命、身体及び

財産を守るための情報を対象に加え、戦略的に発信を行うことが必要である。 

また、市民の市政への参画と協働による市政運営が必要となっている中にあって

は、市民生活に影響する計画や施策の立案情報、行政が保有する各種情報・データ、

重大な事務処理誤りや事故等の情報など多岐にわたる情報を能動的に発信してい

くことも必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)市の情報が十分に伝わっていない 

「市長へのはがき」や「市への問い合わせメール」で受理した内容をみると、す

でに市が実施しているにもかかわらず、「実施しないのはなぜか」などの問い合わせ

が少なくないため、市の情報が十分に伝わっていないことが分かる。これは、情報

発信を行っているものの、「何のために周知するのか(目的)」や「誰に伝えたいのか

(訴求対象者)」が不明瞭なまま行われていることに加え、従来どおりの限定的な情

報発信媒体によってのみ行われており、結果的に訴求力が弱くなっていると考えら

れる。 

また、台風や地震などの災害・防災情報や感染症情報など速やかな周知が必要な

情報については、現在、市ホームページによって発信していることから、ＩＣＴ環

境が整っていない市民やシニア世代に多いといわれるＩＣＴの扱いが不得手な市

民への速やかな情報提供が課題である。 

さらに、近年、増加している外国人市民については、地域の中で共に支え合って

暮らしていく必要がある中で、行政情報の周知方法について、改めて考える必要が

ある。 

Ⅰ 戦略見直しの背景 
 

https://4.bp.blogspot.com/-xEnTQPMaMn8/UZmCFbnDzRI/AAAAAAAATbg/q5_K0il-h18/s800/shizensaigai_typhoon.png
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上尾市広報戦略 

 

 

(３) 市民に対する情報発信の好機である「市長へのはがき」「問い合わせメール」の

回答が遅い 

本市の広聴制度には「市長へのはがき」と「市への問い合わせメール」の２つの

ツールがあり、それぞれ回答する機会を市の情報を伝える好機として捉えると、よ

り速やかに対応する必要がある。 

現在、「市長へのはがき」で受け付けたものについては、２０日以内を目安に回答

しているが、多数の案件を受け付けているときなどは、その目安を超えてしまうケ

ースも散見される。 

また、もう一つのツールである「市への問い合わせメール」は、統一的な回答期

限を設けていないため、各所属によって対応が異なっている状況にある。 

そのため、２つのツールは総合的に見直す必要がある。 

 

 

  

Ⅰ 戦略見直しの背景 
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上尾市広報戦略 

Ⅱ 本戦略の位置づけと目標 

 

１．本戦略の位置づけ 

（１）目的 

本戦略は、上尾市シティセールス戦略の推進方策を継続的に実施していくことと、

新たに顕在化した課題の解消を図ることを基本とし、本市が、市内外の住民や事業

者などに対して効果的かつ統一的な情報発信が可能となるよう、特に留意すべき事

項や具体的に推進する方策等をとりまとめたものであり、情報発信に関する総合的

かつ戦略的な指針とする。 

（２）上尾市総合計画との関連 

 本戦略は、本市の最上位計画である第６次上尾市総合計画との整合性を確保し、以

下の項目に位置付ける。 

 

 施 策 の 大 項 目   持続可能な都市経営 

 施 策 の 中 項 目   情報発信・公開 

 目標（目指す状態）   必要な情報が分かりやすく発信され、市民の声が市政に届く状態 

 

（３）本戦略のテーマ 

第６次上尾市総合計画に掲げる施策の中項目「情報発信・公開」は、「持続可能な開

発目標(ＳＤＧｓ)」のゴールのうち「１６．平和と公正をすべての人に」に関連して

いる。そのため、ＳＤＧｓの視点や考え方を取り入れ、すべての人に情報が確実に伝

わるよう、下記のテーマをもって情報発信に取り組むこととする。そして、このこと

を通して、市民の声が確実に市政に届くようになり、ひいては市民・事業者・行政が

協働して地域の課題解決に取り組むなどオール上尾による持続可能なまちづくりを

目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 本戦略の位置づけと目標 

Ⅱ 本戦略の位置づけと目標 

 

「伝える」情報発信から、「伝わる」情報発信に意識を変える 

 

必要な情報を分かりやすく発信 

 

●市への『信頼感』の向上 

●市との『共有感』の向上 

●市への『親近感』の向上 

 

 

広報戦略のテーマ 
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上尾市広報戦略 

２．目標 重要業績評価指標(ＫＰＩ)  

 本戦略の推進期間は、第６次上尾市総合計画との整合性を図り、令和３年度から令

和７年度までの５年間とし、推進期間中は、推進方策に基づいた情報発信が効果的に

実施されているかどうかについて客観的に評価できる指標（重要業績評価指標（KPI）

＝Key Performance Indicators）を設定し、進捗状況を可視化するとともに、必要に

応じ推進方策等を見直すものとする。 

（１）ホームページのアクセス数 

ホームページのアクセス数は、上尾市シティセールス戦略の推進期間（平成２８～

３１年度）と比較して２０％増を目指し、令和７年のアクセス数を年間３３８万５千

件とする。 

（２）ＳＮＳのフォロワー数 

ＳＮＳのフォロワー数は、上尾市シティセールス戦略の推進期間（令和２年３月）

と比較して２倍を目指し、令和７年１２月末時点で登録者数２万８千件を目指す。 

なお、対象とするＳＮＳは、職員採用や各保育所の保護者向けなどの限定的なアカ

ウントを除いたＴｗｉｔｔｅｒ及びＬＩＮＥの登録者数の合計値とする。 

（３）プレスリリースを行った情報のうち新聞等に掲載された回数 

プレスリリースを行った情報のうち新聞等に掲載された回数は、令和２年と比較し

て約２.８倍となる５０件(年平均)を目指す。 

 

 

  

Ⅱ 本戦略の位置づけと目標 
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上尾市広報戦略 

Ⅲ 顕在化した課題の解消に向けて 

 

新たに顕在化した課題(Ｐ６参照)は、以下の３つの取組によって解消する。 

 

１．シティセールス情報を含めた行政全般の情報発信に係る戦略の策定 

市が発信すべき情報は、行政情報だけでなく、市民や事業者の情報も対象となるも

のであり、シティセールス情報とその他周知すべき情報に大別することができる。 

本市では、平成２７年度に｢上尾市シティセールス戦略｣を策定し、とりわけ定住促

進に特化した情報発信の推進方策を示し取り組んできたが、推進期間を令和３年度か

ら令和 7年度とする新たな戦略においては、引き続きシティセールス情報を積極的に

発信していくことに加え、市民の生命、身体及び財産を守るための情報、重大な事務

処理誤りや事故等の情報、市民生活に影響する計画や施策の立案情報、行政が保有す

る各種情報・データなど多岐にわたる市政情報も効果的に発信していくこととし、「上

尾市シティセールス戦略」から｢上尾市広報戦略｣に改称する。 

なお、本戦略と同時期に策定する第２期上尾市地域創生総合戦略は、人口減少を抑

制し、子育て世代や子供の人口増加を図るための本市の総合的な指針として、定住促

進の取組の方向性を掲げている。上尾市シティセールス戦略では、定住促進に関する

推進目標（項目）等を掲げていたが、これらは上尾市地域創生総合戦略に委ねること

とし、本戦略は、情報発信に関する総合的かつ戦略的な指針として位置付ける。 

 

 

 

 

  

Ⅲ 顕在化した課題の解消に向けて 

Ⅲ 顕在化した課題の解消に向けて 
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上尾市広報戦略 

２．情報の認知度の向上  

（１）情報発信の目的と訴求対象者の明確化 

情報の認知度の向上を図るためには、情報発信を行う目的と訴求対象者を考慮し

た上で、情報発信を行うことが重要であることから、情報発信を行う目的、訴求対

象者を整理する。 

 

 

 （参考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 顕在化した課題の解消に向けて 

「交流人口」とは、地域外からの旅行者や短期滞在者をいう。 

「関係人口」とは、移住した「定住人口」でもなく、観光に来た「交流人口」でもない、地域
と多様に関わる人々をいう。 

出典：総務省資料 

上尾丸山公園 
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上尾市広報戦略 

（２）情報発信媒体の整理 

  効果的な情報発信を行うためには、その目的や訴求対象者を踏まえ、最適かつ複

数の情報発信媒体によって行うことが重要であることから、主なものとして紙媒体

５種類、電子媒体１０種類及びその他媒体４種類を挙げるとともに、その特徴を整

理する。 

 
 

 

 

Ⅲ 顕在化した課題の解消に向けて 
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上尾市広報戦略 

（３）ＩＣＴ環境が整っていない市民や外国人市民等への対応 

災害・防災情報は速やかに、また、生活に密接する情報は確実に、すべての市民

に周知することが必要であることから、その手法等について整理する。 

（４）情報発信のポイントと運用マニュアルの整備 

全ての職員が効率的かつ統一的に情報を発信することができるよう、情報を魅力

的かつ分かりやすく発信するためのポイントをまとめるとともに(Ｐ２３参照)、情報

発信媒体ごとの運用マニュアルを別途整備する。 

 

 

 

 

 

 

 

３．市への問い合わせ等への回答期間の短縮  

（１）情報発信の好機として捉えた広聴制度の見直し 

市民への回答を行う機会を情報発信の好機として捉え、「市長へのはがき」と「市

への問い合わせメール」を抜本的に改め、全庁が統一的かつ速やかに対応できる制

度とする。 

具体的には、主訴が問い合わせや苦情等であるものについては、「市政への問い合

わせ」制度として受け付け、原則、各所属長の決裁とした上で、積極的に訪問や電

話で対応することとし、回答の目安を「５日以内」とする。 

また、主訴が市政への提言であるものについては、「市長への政策提言」制度とし

て受け付け、これまでどおり、原則、市長決裁によって回答するものとするが、そ

の回答の目安を「２０日以内」から「１０日以内」とする。 

 

  

Ⅲ 顕在化した課題の解消に向けて 
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上尾市広報戦略 

Ⅳ 推進方策 

 

本広報戦略に掲げる目標(重要業績評価指標ＫＰＩ)を達成するため、情報の種類を

以下の４つの分野に分け、推進方策として、合わせて１０項目の取組を行う。 

 

１．シティセールス情報 

（１）職員のシティセールスマインドの醸成 

情報発信は、その詳細を熟知する各所属が主体となって速やかに行うことが重要

であることから、原則、所属長の決裁により行うこととし、職員は、まちの魅力を

アピールするセールスマンであるという意識を持ち、積極的にシティセールスに取

り組む。 

なお、広報広聴課は、全庁的なシティセールスの取組を企画し、実施するととも

に、職員のさらなる意識向上やスキルアップを図るべく、シティセールスや情報発

信に係る各種情報の提供や研修の開催に努める。 

 

Ⅳ 推進方策 

Ⅳ 推進方策 
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上尾市広報戦略 

（２）魅力の創出と再発見・再評価 

新たなまちの魅力を創出し、または、再発見・再評価することによって生み出

されたシティセールス情報を、積極的に市内外に発信していくことが重要である。

そのためには、新規事業やイベントを実施する際は、魅力の創出に努めるととも

に、既存事業については、光の当て方を変えたり、他の自治体との比較分析を行

うなど、魅力の再発見・再評価に努める。 

また、本市では、多くの団体等が活発に活動していることから、その活動にも

注目し、必要に応じて、積極的に情報を収集し、発信することにも留意する。 

①転出抑制につながる情報発信 

住みよい生活環境、子育て・教育施策、福祉施策、防災施策など、住むまち

への安心感につながるような情報をわかりやすくとりまとめ、広報、市ホーム

ページ、ＳＮＳなど様々な媒体によって積極的に発信する。その際は、日本語

を母国語としていない市民を含むすべての人に分かりやすい「やさしい日本語」

での情報発信に努める。 

なお、ＩＣＴ環境が整っていない市民やシニア世代に多いといわれるＩＣＴ

の扱いが不得手な市民については、その他効果的な情報の周知方法を検討する。 

また、次代を担う子どもたちの郷土愛を醸成するため、行政情報やまちの魅

力を伝えるなど、行政との接点を積極的に作る。 

②関係人口及び交流人口の創出・拡大と転入促進につながる情報発信 

市のイメージや知名度を高め、市外在住者に「少し気になる」、「訪れたい」、

そして最終的には「住んでみたい」と感じてもらえるような情報を積極的に発

信する。そのためには、訴求対象者の関心事項を分析し、それに該当する情報

を魅力的かつ分かりやすくとりまとめ、本市への通勤・通学者が利用するスポ

ットや市外在住者の来客が多い店舗、本市の推奨土産品を扱う「あげお お土産・

観光センター」、市内外で開催される各種イベントなど、様々な機会を活用して

発信する。 

（３）企業や大学とのコラボレーションの推進 

  本市は、企業や大学と地域活性化を含めた包括的な協定を締結していることから、

相乗効果を図るべく、それぞれが持つ情報発信媒体の活用やイベントへの参加など

を積極的に行うことによって、シティセールスに取り組む。 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 推進方策 

■上尾市と包括的な協定を締結する企業･大学

№ 企業名 № 大学名

1 株式会社西武ライオンズ 1 聖学院大学

2 セブン＆アイグループ 2 日本薬科大学

3 上尾市内郵便局

4 大塚ウエルネスベンディング株式会社

5 あいおいニッセイ同和損害保険株式会社

6 東京海上日動火災保険株式会社

7 コカ・コーラ　ボトラーズジャパン株式会社

8 イオン株式会社
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上尾市広報戦略 

（４）イメージマーク、イメージキャラクターの活用 

イメージマークは、まちづくりの共通の合い言葉をマークにしたものであり、広く

市民の利用を推進するとともに、市が作成する各種文書やリーフレット等については、

可能な限り貼付・掲載する。 

また、イメージキャラクターは、市のイメージアップや他市との差別化、集客効果

などのメリットが見込まれることから、市がイベント等を開催する際は、積極的に活

用するとともに、各種団体等への貸出を推進し、市民と一体となってイメージアップ

に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

Ⅳ 推進方策 

■イメージキャラクター 

 

■イメージマーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［イメージマークの意味するもの］ 

ＡＧＥＯの頭文字Ａをモチーフとし、両手で大きなマルを描いて、市民相

互の調和とふれあいの輪がより大きく広がっていく願いを込めています。 

青いラインとそれに囲まれた緑は、水と緑の豊かな上尾の自然を、笑

顔の赤は希望に満ちた元気な市民とまちの活力を表します。そして、人も

自然もまちも上尾のすべてが、未来に向けて限りなく快適で元気に発展し

ていくことをイメージしており、上尾市のステートメントの「あなたに げんき

を おくるまち」にも合致するものです。 

［色］ 

顔の中……上尾レッド（Ｍ60％又はＤＩＣ27） 

腕の中……上尾グリーン（Ｃ60％＋Ｙ100％又はＤＩＣ130） 

それ以外……上尾ブルー（Ｃ90％＋Ｍ100％又はＤＩＣ224） 
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上尾市広報戦略 

（５）キラリ☆あげおＰＲ大使の活用 

本市にゆかりのある著名人を「キラリ☆あげおＰＲ大使」に任命している。大使が

活動する様々な場面において本市の魅力を広く市内外にＰＲすることが可能である

ことから、本市の知名度の向上とイメージアップを図るべく積極的に活用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 推進方策 

埼玉上尾

メディックス
Saitama Ageo Medics

（女子バレーボールチーム）

上尾中央医科グループ女子バ
レーボールチーム。V.LEAGUE
DIVISION1所属。2001年実業団
バレーボール部として正式に発
足。2014年にV・プレミアリーグ昇
格を果たし、2014/15シーズンは
リーグ3位の好成績を収める。
2019/20シーズンにおいても激闘
の末、3位の成績を収める。
（2015年10月5日任命）

加藤　順大
Nobuhiro Kato

梅若　泰志
Yasushi Umewaka

（マッチャモーレ京都山城

監督兼選手） 　（観世流能楽師）

上尾市生まれ。小学３年の時
に西上尾イレブンファイターズ
に入団。大宮東高校入学と同
時に浦和レッズユースに加入
し、2006年に公式戦デビューを
果たす。その後、大宮アル
ディージャ、京都サンガF.C.を経
て、現在はマッチャモーレ京都
山城の監督兼選手としてＪリー
グ昇格を目指し活動中。（2015
年10月29日任命）

1967年8月上尾市生まれ。大学
在学中より謡・仕舞の稽古を始
め、1989年梅若万三郎家に入
門。1997年に独立。東京各地で
演能の他、海外公演にも多数参
加している。能の普及にも尽力
し、上尾市他各地で謡・仕舞の指
導を行っている。
（2015年10月30日任命）

長尾　春花
Haruka Nagao

フレッシュあげお
Fresh Ageo

（バイオリニスト） （上尾商工会議所青年部）

1989年5月生まれ。東京芸術
大学大学院博士課程修了、音
楽博士号取得。ハンガリー国
立歌劇場管弦楽団コンサート
マスター、リスト音楽院で教鞭
を執る。日本音楽コンクールや
カール・フレッシュ国際バイオリ
ンコンクールなどで優勝。
2010年に「上尾市栄誉賞」受
賞。
（2015年10月30日任命）

1999年に上尾商工会議所青年部
20周年記念事業として、上尾商
工会議所青年部のPRや上尾の
商工業の発展と上尾のイメージ
アップを市内外にアピールするこ
とを目的に開始。毎年、応募者の
中から3名選出し、さまざまなイベ
ントで活躍中。
（2017年6月30日任命）

金井　恒太
Kota Kanai

岡田　久美子
Kumiko Okada

（棋士） （競歩選手）

1986年5月生まれ、上尾市出
身。日本将棋連盟所属。小学6
年生のとき、小学生名人戦埼
玉県代表、東日本３位。高校１
年生で三段に。2007年奨励会
三段リーグで準優勝し、同年プ
ロ棋士になる。2016年3月9日
に六段に昇段し、現在も活躍
中。
（2019年2月9日任命）

1991年10月上尾市生まれ。2016
年にはリオオリンピック出場(女子
20km競歩日本代表）。2019年に
は、5,000m、10,000m、20km競歩
で日本記録を更新。2020年2月に
は日本陸上競技選手権大会女子
20km競歩で優勝し、6連覇を達成
するとともに2020年東京オリン
ピック内定。
2008年「上尾市栄誉賞」受賞。
ビックカメラ陸上部所属。
(2019年5月23日任命）

キラリ☆あげお

ＰＲ大使一覧
（敬称略）※2021年3月1日現在

キラリ☆あげおＰＲ大

使が上尾の魅力を発

信するＰＲ動画もご

覧ください。
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上尾市広報戦略 

（６）ＳＮＳによる積極的な情報発信 

ＳＮＳの特性である情報の即時性及び拡散性に鑑み、ＳＮＳによる積極的な情報発

信を行う。なお、現在、開設済のＳＮＳは下表のとおりであり、必要に応じ、未開設

の所属における新たな取組を推進する。 

 

Twitter Facebook LINE メルマガ

(1) 上尾市の主な情報の発信

(2) アッピーの活動情報

Twitter Facebook LINE メルマガ Yahoo!防災速報

(1) 防災・災害情報

Twitter Facebook LINE メルマガ

(1) 悪質商法に関する緊急情報

(2) 防犯情報

Twitter Facebook LINE メルマガ

(1) 子育て情報全般

(2) 子育て支援センターイベント情報

(3)
図書館

子どもの読書活動支援センター情報

※

Twitter Facebook LINE メルマガ

(1) 職員採用情報

Twitter Facebook LINE メルマガ

(1) 市民活動支援センター情報

(2) 生涯学習情報

(3) 公共施設のマネジメント情報

(4) 障害福祉情報

(5) 健康増進情報

(6) 自転車のまち推進に関する情報

(7) エコに関する情報

(8) 男女共同参画に関する情報

(9) 選挙に関する情報

５．市職員の採用に関する情報

６．その他各種情報

上記のほか、各保育所では、Twitterによって保護者への連絡情報等を発信している。

１．市政の最新情報

２．防災・災害情報

３．防犯情報

４．子育て関連情報

Ⅳ 推進方策 
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上尾市広報戦略 

（７）プレスリリースの積極的な実施  

プレスリリースは、高い信頼性、強力な情報伝達力がある一方、コストがかからな

いなどのメリットがある。本市には、新聞社９社とテレビ局２社の全１１社が加盟す

る上尾記者クラブが設置されていることから、記者会見、ファクス、電子メール、記

者クラブへの投げ込みのいずれかの方法によって、積極的にプレスリリースを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ⅳ 推進方策 

■上尾記者クラブ加盟社名簿

加　　盟　　社

読売新聞社(さいたま支局)

毎日新聞社(さいたま支局)

朝日新聞社(さいたま総局)

産経新聞社(さいたま総局)

東京新聞社(さいたま支局)

埼玉新聞社

日本経済新聞社(さいたま支局)

共同通信社(さいたま支局)

時事通信社(さいたま支局)

ＮＨＫさいたま放送局

テレビ埼玉
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上尾市広報戦略 

２．市民の生命、身体及び財産を守るための情報 

市民の生命、身体及び財産を守るための情報は、速やかに周知する必要があるこ

とから、防災行政無線、市ホームページ、ＳＮＳ、緊急速報メール、車両による放

送などの媒体によって情報発信を行うとともに、必要に応じ、自主防災会など地域

コミュニティによる情報伝達を実施する。その際は、日本語を母国語としていない

市民を含むすべての人に分かりやすい「やさしい日本語」での情報発信に努めると

ともに、英語をはじめ主要な外国語での情報発信にも努める。 

 

３．市政の透明性の確保を図るための情報 

行政の透明性を確保し、市民の信頼感の向上につなげることは重要であることから、

市政における重大な事務処理誤りや事故等の情報は、市ホームページ、ＳＮＳ、マス

コミ等の媒体によって速やかに周知する。 

なお、事案によっては、全体の概要が判明していない状況で、その時点で判明して

いる情報のみを発信すべきケースもあることに留意する。 

 

４．市民の市政参画を促進するための情報・市政に対する理解度の深化を図る

ための情報 

市民生活に影響する計画や施策を立案する際は、市民の意見を聴き、市政に反映す

ることが不可欠であることから、市民コメント制度に基づき、原則として 1か月以上

の期間、情報の掲載を行う。 

また、行政が保有する各種情報・データ等については、市民との情報共有を図り、

市民の市政に対する理解度の深化を図ることが重要であることから、能動的な情報発

信に努める。 

  

Ⅳ 推進方策 

https://1.bp.blogspot.com/-zkOhvPjiBr4/Xlyfp94VqZI/AAAAAAABXno/23S5h-E1_wA5EqStKVG7vaHSvQ1FiDFXACNcBGAsYHQ/s1600/clipborad_woman.png
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上尾市広報戦略 

 

 

 

Ⅴ 情報発信の手順 

 

情報発信は、以下のフェーズ１～３の手順で進める。 

 

 

 

 

１．情報発信の目的と訴求対象者の明確化（フェーズ１） 

  

□ 情報発信の目的と訴求対象者は、以下のいずれに該当するか。 

 

 

 

  

Ⅴ 情報発信の手順 

Ⅴ 情報発信の手順 

https://3.bp.blogspot.com/-1KEoL7PCLKg/WPxUgLkd1rI/AAAAAAABD2U/LZekieAutdUcwFKpBZ7wnUwVQKj1tDY4gCLcB/s800/friends_mamatomo2.png
https://2.bp.blogspot.com/-ZC5B63YgnYA/VpjCdKdYbTI/AAAAAAAA3Ao/rXfZiFLisc8/s800/group_student.png
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上尾市広報戦略 

２．情報発信媒体の選択（フェーズ２） 

  

□ 情報発信の目的と訴求対象者を考慮し、最も効果的な情報発信媒体を複数選択

しているか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ⅴ 情報発信の手順 

https://2.bp.blogspot.com/-gUmaaIgDlow/VRUP5idoo2I/AAAAAAAAsdM/ZdiygKFipg8/s800/bousai_gyousei_musen.png
https://3.bp.blogspot.com/--hFzOAXOk-Y/Wn1aH38lQvI/AAAAAAABKSQ/bFMS6Hoae8kQpwi2y4SzdEBScWCC7j6RACLcBGAs/s800/news_shinbunshi.png
https://1.bp.blogspot.com/-kQF8i-tnHUA/WAhy2zCbc9I/AAAAAAAA_H8/xqZd6batAMAIhyaxMK3Bj69rRI1NONxIgCLcB/s800/radio_mail_syokunin_man.png
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上尾市広報戦略 

３．情報の作り込み（フェーズ３） 

～ 魅力的かつ分かりやすく情報発信を行うためのポイント ～ 

 

■各媒体共通 

□情報発信の目的、訴求対象者を明確に整理しているか。 

□文章の構成は「タイトル」「リード文」「本文」とし、「タイトル」と「リード文」

だけで事業の概要が認知できるか。 

□「タイトル」は、訴求対象者の興味・関心を引く内容となっているか。 

  ・他との“違い”を明確にし差別化（例：〇〇では県内初） 

  ・魅力的なネーミング（例：×第 1期受講者募集 → 〇シニアモデル 大募集） 

□「リード文」は、訴求対象者の共感を得る内容となっているか。 

□「本文」は、訴求対象者に疑問を与えず、納得を得る内容となっているか。 

□「読んで分かるもの」ではなく、「見て分かるもの」となっているか。 

 ・可能な限り４行以上の長文は避け(３行未満)、箇条書き 

 ・ページ数が多いものは、必ずその概要版(ポンチ絵)を作成 

  ・フォントの使い分け（例：重要な箇所はゴシック体・その他の箇所は明朝体、

文字の大きさ、カラーなど） 

□ 情報発信の目的や訴求対象者に応じて、複数の媒体で情報発信を行っているか。 

□ 動画（あげＴｕｂｅ）が活用できないかどうか検討したか。 

※動画を作成する際は、広報広聴課にご相談ください！ 

■市ホームページ ～検索エンジンの上位に表示させる３つのポイント！～ 

□ 文字情報を充実させ(ポンチ絵等の説明文)、キーワードを多用しているか。（ペー

ジの充実度） 

□ 関連団体等との相互リンクを可能な限り掲載しているか。（ページの信用度） 

□ 小まめに情報を更新し、常に最新の情報を掲載しているか。（ページの新鮮度） 

  

Ⅴ 情報発信の手順 
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上尾市広報戦略 

■各種リーフレット 

□ 事業やイベントのリーフレット作成の際、市ホームページ及びＳＮＳの二次元

バーコード及びＵＲＬを記載しているか。 
 

※二次元バーコード作成の無料サイト 

 

 

■各種通知文 

□ 市内外に発送する文書に市ホームページに誘導するための二次元バーコード及

びＵＲＬを記載しているか。 

■ＳＮＳ 

□ 定期的(週１、月１など)に情報を発信し、フォロワーを飽きさせていないか。 

□ リンク先ＵＲＬをクリックしたくなるような興味・関心を引く文章になってい

るか。 

□ ＳＮＳに投稿する際、市ホームページのＵＲＬを掲載しているか。 

 

  

二次元バーコード 無料 作成 

 検 索 

Ⅴ 情報発信の手順 
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上尾市広報戦略 

Ⅵ 資料編 上尾市のＰＲポイント[令和３年３月現在] 
 

 

 

 

 

 

資料編 

Ⅵ 資料編 上尾市のＰＲポイント[令和３年３月現在] 
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第１次（平成２７年度～令和２年度） 

第 2次（令和 ３年度～令和７年度） 

 

令和３年３月発行 上尾市市長政策室広報広聴課 

 

上尾市ホームページ          上尾市ＳＮＳ 

https://www.city.ageo.lg.jp/     https://www.city.ageo.lg.jp/page/sns.html 

 
   

https://www.city.ageo.lg.jp/

